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執
り
行
い
ま
す
。

参
拝
自
由
で
す
。

合
掌
会
総
会
も

中
止
で
す

総
会
に
代
え
る
予
定
で
す
。

地
区
役
員
会
で
の
報
告
を
も
っ

て

集
し
た
物
品
を
本
堂
の
ご
本
尊
下
に
収

中
途
開
封
し
て
皆
さ
ん
に
確
認
し

め
ま
し
た
。

二
十
五
年
目
の
今
年

集
し
ま
す
。

自
分
の
子
供
た
ち
に

て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

秋

に
は
、

追
加
で
収
め
る
品
物
を
募

卒
塔
婆
供
養
の
み
申
し
受
け
ま
す
。

管
長
に
就
任
。

四
期
目
の
途
中
で
し
た
が
、

中
村
文
峰
師
は
、

平
成
十
四
年
に
第
十
二
代

　

四
月
一
日
付
け
で
就
任
さ
れ
る
。

こ
の
木
の
名
は
？

　
南
禅
寺
派
管
長
の
中
村
文
峰
老
師
が
高
齢

安住寺境内

の花木

新
管
長
に
就
任
さ
れ
る
田
中
寛
洲
師
は
、

大

田
中
師
の
他
に
候
補
者
が
無
く
、

無
投
票
で

補
に
よ
り
選
挙
で
選
ぶ
決
ま
り
の
と
こ
ろ
、

ま
し
た
。

後
任
に
つ
い
て
は
、

推
薦
と
立
候

春
の
花
木

九
十
歳
の
高
齢
に
な
り
諸
行
事
を
務
め
る
の

南
禅
寺
住
職
も
兼
ね
ま
す
が
、

1・4頁

 
中
村
文
峰
管
長
退
任
お

後
任
に
田
中
寛
州
師
就
任

阪
市
の
ご
出
身
で
、

京
都
大
学
大

に
よ
り
退
任
さ
れ
、

後
任
に
田
中
寛
洲
師
が

禅 の 心
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遺
し
た
い
物
が
あ
れ
ば
お
考
え
下

伝
え
た
い
物
、

あ
る
い
は
後
世
に

菩提寺として現在地に再興。

HP「霊芝山光雲寺」ご覧下さい

第
十
三
代
管
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

七
二
歳
。

が
困
難
と
な
り
、

任
期
途
中
で
ご
退
任
さ
れ

無
縁
供
養
説
教
会
　

中
止

諸
般
の
事
情
に
よ
り
中
止
致
し
ま
す

ましたが、寛文年間に東福門院の

光雲寺仏殿

霊芝山光雲寺は、もと摂津にあり

新管長の写真が手元にありません。

（

答
え
は
４
ペ
ー

ジ
に
）

「南禅」夏の号に載るでしょう。

平成19年第2次後藤内局就任の時

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封

平
成
五
年
、

本
堂
の
改
築
を
記
念

量
に
も
制
限
が
有
り
ま
す
。

さ
い
。

但
し
、

金
銭
的
な
物
や
数

営
。

毎
年
多
く
の
学
生
達
の
坐
禅

の
「

南
禅
寺
禅
セ
ン
タ
ー
」

を
運

国
僧
堂
で
の
修
行
を
経
て
、

平
成

学
院
を
修
了
後
、

建
仁
僧
堂
や
相

月
に
行
う
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

3月24日撮影

し
て
、

檀
信
徒
の
皆
さ
ん
よ
り
募
集

中村管長を中心に大玄関前で撮影

光
雲
寺
住
職
に
就
任
。

同
寺
併
設

十
八
年
よ
り
南
禅
寺
境
外
塔
頭
の

URL　http://www/anjyuuji.net

　

指
導
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

就
任
披
露
の
晋
山
式
は
、

来
年
四

安　住　寺　だ　よ　り

　
四
月
二
十
九
日
十
時
よ
り
供
養
を

①

②

④

⑤

③



 

【
日
常
生
活
は
何
時
に
】 

県
内
の
病
院
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
院
内
感
染
し
、
集
団
感
染
が

起
こ
っ
た
。 

東
京
を
中
心
と
し
た
大
都
市
圏
で

は
、
外
出
自
粛
、
移
動
自
粛
の
要
請
が

出
さ
れ
、
一
週
間
先
、
一
か
月
先
の
想

像
が
つ
か
な
い
よ
う
な
状
況
で
、
心
配

で
な
り
ま
せ
ん
。 

東
京
都
の
小
池
知
事
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
が
感
染
爆
発
し
た
場
合
、
首
都
封
鎖

す
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
も
言
及
し
た
。 

子
供
た
ち
も
休
校
措
置
が
取
ら
れ
、

色
々
な
制
限
の
中
で
の
生
活
で
ス
ト
レ

ス
も
溜
ま
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。 

こ
の
一
月
以
上
、
国
民
の
関
心
事
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
集
中
し
て
い

る
。 ノ

ー
ベ
ル
賞
生
理
学
・
医
学
賞
を
受

賞
さ
れ
た
、
京
都
大
学
・
中
山
伸
弥
教

授
が
、
個
人
の
責
任
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
つ
い
て
情
報
発
信
す
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
偏
っ

た
不
安
を
煽
る
報
道
な
ど
も
あ
る
中
、

最
新
論
文
や
各
国
か
ら
の
デ
ー
タ
を
も

と
に
情
報
を
発
信
さ
れ
、
注
意
を
喚
起

し
て
い
る
。 

中
山
教
授
は
、新
型
コ
ロ
ナ
問
題
を
、

一
年
は
続
く
長
い
マ
ラ
ソ
ン
に
例
え
、

国
民
一
人
一
人
が
賢
い
判
断
の
も
と
油

断
な
く
取
り
組
み
、
医
療
崩
壊
や
社
会

混
乱
が
起
き
な
い
よ
う
に
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。 

新
年
を
迎
え
た
時
に
は
だ
れ
も
予
想

し
な
か
っ
た
日
常
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
初
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
、
お
寺

の
行
事
等
も
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
代
・
地

区
役
員
様
、
合
掌
会
役
員
様
を
通
じ
て

ご
連
絡
を
す
る
こ
と
と
な
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
ご
協
力
ご
理
解
を
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
檀
信
徒
の
皆
様
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
情
報
に
注
視
し
て
い

た
だ
き
、
ご
尊
体
ご
自
愛
頂
き
ま
す
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

＊
写
真 

三
月
某
日
葬
儀
の
た
め
東
京
に
出
向

い
た
。
早
朝
、
近
く
の
薬
局
に
長
蛇
の
列
。
マ

ス
ク
と
消
毒
を
求
め
る
行
列
だ
そ
う
で
、
こ
の

と
こ
ろ
当
た
り
前
の
光
景
だ
と
聞
く
。 

◇
お
地
蔵
さ
ん
も
衣
装
替
え 

市
内
東
下
司
地
区
の
松
本
文
子
様
よ

り
、
今
年
も
六
地
蔵
の
前
掛
け
を
新
調
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

お
彼
岸
に
あ
わ
せ
て
お
地
蔵
様
も
衣

装
替
え
で
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

〈
お
地
蔵
さ
ん
豆
知
識
〉 

も
と
も
と
お
地
蔵
さ
ん
は
、
古
代
イ
ン

ド
の
バ
ラ
モ
ン
教
の
神
々
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
お
り
、
日
蔵
、
月
蔵
、
天
蔵
な
ど

と
と
も
に
、
星
に
ま
つ
わ
る
神
と
し
て
信

仰
さ
れ
ま
し
た
。 

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
、
ク
シ
テ

ィ
・
ガ
ル
バ
「
大
地
を
母
胎
と
す
る
も
の
」

の
意
で
あ
り
、
生
命
を
生
み
出
し
育
む
、

大
地
の
よ
う
な
可
能
性
を
秘
め
た
菩
薩

を
象
徴
し
た
も
の
。
母
な
る
大
地
の
慈
愛

に
満
ち
、
人
々
の
苦
し
み
を
救
う
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

《
日
々
是
好
日
》 

〇
一
月
三
日
安
住
寺
年
始
会
。
総
代
様

は
じ
め
地
区
世
話
人
様
に
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。
〇
一
月
十
七
日
大
般
若

祈
祷
会
法
要
。
部
内
寺
院
様
は
じ
め
縁

故
寺
院
様
に
ご
出
頭
い
た
だ
き
お
勤
め

出
来
ま
し
た
。
〇
二
月
五
日
市
内
千
光

寺
様
の
大
般
若
法
要
に
お
参
り
。
〇
二

月
二
十
一
日
、
南
禅
寺
派
部
内
会
。
来

年
度
予
定
な
ど
確
認
。
〇
二
月
二
十
三

日
、
義
父
の
三
回
忌
、
修
行
時
代
の
師
、

岐
阜
永
保
寺
・
田
中
義
峰
老
師
の
三
回

忌
に
お
参
り
い
た
し
ま
し
た
。
〇
二
月

二
十
八
日
、
役
員
総
代
会
。
来
年
度
予

算
案
並
び
に
行
事
予
定
な
ど
に
つ
き
ま

し
て
ご
協
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。
〇
三

月
二
日
、
大
分
市
白
木
龍
雲
寺
様
の
大

般
若
に
お
参
り
。
〇
三
月
十
二
日
、
木

付
講
。
開
基
木
付
親
重
公
の
祥
月
命
日

の
ご
法
要
。
〇
三
月
二
十
日
、
彼
岸
会

法
要
。
木
付
講
に
続
き
、
学
校
が
休
み

の
子
供
達
と
共
に
、
お
勤
め
い
た
し
ま

し
た
。
〇
三
月
二
十
二
日
、
杵
築
市
ひ

い
な
巡
り
人
形
供
養
祭
を
お
勤
め
。
〇

三
月
二
十
四
日
、
杵
築
市
仏
教
会
役
員

会
。
来
年
度
行
事
等
に
つ
い
て
協
議
。

〇
あ
っ
と
言
う
間
に
、
三
か
月
が
過
ぎ

今
年
も
四
月
に
な
り
ま
し
た
。
長
女
が

こ
の
春
か
ら
中
学
生
に
な
り
ま
す
。
身

長
が
母
親
を
抜
き
色
々
と
頼
り
に
な
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

合
掌 



 

【
中
村
文
峰
管
長
猊
下
ご
退
任
】 

 
 

文
峰
老
師
と
の
思
い
出 

私
が
平
成
八
年
に
修
行
道
場
に
入
門

し
た
時
、
文
峰
老
師
は
六
十
六
歳
で
何

事
に
も
私
た
ち
雲
水
よ
り
も
先
に
行
動

さ
れ
る
、
率
先
垂
範
の
師
匠
で
あ
り
ま

し
た
。 

毎
朝
、
正
し
く
坐
禅
が
出
来
て
い
る

か
、
日
常
が
怠
り
な
く
勤
め
ら
れ
て
い

る
か
と
、
不
意
打
ち
に
検
単
（
見
回
り
）

に
も
来
ら
れ
た
。
こ
ち
ら
も
油
断
が
出

来
な
い
が
、
多
い
時
は
三
十
名
近
い
雲

水
が
居
り
ま
し
た
の
で
、
文
峰
老
師
も

大
変
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

修
行
二
年
目
よ
り
、
食
事
を
は
じ
め

日
常
の
お
世
話
を
す
る
隠
侍
の
お
役
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
何
が
よ
か
っ
た

の
か
、
気
に
入
ら
れ
た
せ
い
か
、
合
計

す
る
と
四
年
間
隠
侍
を
務
め
ま
し
た
。

随
行
な
ど
で
あ
ち
こ
ち
御
伴
も
で
き
ま

し
た
し
、
身
近
で
お
仕
え
し
ま
し
た
の

で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
在
家
の
方
へ
の
布
教
に
も
熱
心

で
、
名
古
屋
の
中
日
新
聞
ビ
ル
で
『
臨

済
録
』
の
講
義
を
暫
く
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
私
も
運
転
手
と
し
て
御
伴

し
た
。 

そ
の
第
一
回
目
は
「
四
料
揀
」（
し
り

ょ
う
け
ん
）
の
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。 

「
四
料
揀
」
と
は
四
つ
の
分
類
を
意
味

し
、
人
（
主
観
・
自
己
）
と
境
（
客
観
・

他
者
）
を
も
ち
い
、
物
の
捉
え
方
を
四

つ
の
断
面
に
し
て
説
く
も
の
で
す
。（
易

し
い
説
明
を
添
え
ま
す
。） 

 

一
、
奪
人
不
奪
境
だ
つ
に
ん
ふ
だ
っ
き
ょ
う 

自
己
を
忘
じ
て
、
他
者
を
思
う
。 

 
 

客
観
世
界
に
入
り
切
っ
た
状
態
。 

利
他
の
世
界 

 
 二

、
奪
境
不
奪
人
だ
っ
き
ょ
う
ふ
だ
つ
に
ん 

 

他
者
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
客
観
世
界
に

振
り
回
さ
れ
な
い
、
真
実
の
自
己
に

な
り
切
る
。
自
利
の
世
界
。 

 

三
、
人
境
俱
奪
に
ん
き
ょ
う
ぐ
だ
つ 

 

 

主
観
客
観
、
自
己
他
者
、
二
元
的 

 
 

境
を
離
れ
た
無
の
世
界
。
今
な
ら
、

与
党
も
野
党
も
な
い
、
ア
メ
リ
カ
も

中
国
も
な
い
、
一
丸
と
な
り
新
型
コ

ロ
ナ
撃
退
。 

 

四
、
人
境
俱
不
奪
に
ん
き
ょ
う
ぐ
ふ
だ
つ 

自
己
も
他
者
も
生
か
さ
れ
た
状
態
。

自
利
利
他
円
満
の
世
界
。
花
は
紅
、

柳
は
緑
。
全
て
が
生
き
生
き
と
輝
い

た
状
態
。 

 

当
時
は
入
門
し
た
ば
か
り
で
、
難
解

で
頭
に
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。 

講
座
や
講
義
の
前
の
下
調
べ
。
或
は

本
を
出
版
す
る
に
あ
た
り
、
関
係
の
あ

る
場
所
を
直
接
訪
ね
る
な
ど
、
と
に
か

く
綿
々
密
々
で
あ
り
ま
し
た
。 

管
長
猊
下
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
十
八

年
間
。
長
き
に
亘
り
、
宗
門
の
先
頭
に

立
た
れ
お
勤
め
に
な
ら
れ
た
ご
労
苦
に

敬
意
を
示
し
、
ま
だ
ま
だ
お
元
気
で
あ

り
ま
す
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。 

 

 

 

（
二
〇
〇
八
年
湯
布
院
に
て
。左
は
長
男
。） 

 
 

四
年
間
も
身
近
に
い
ま
し
た
の
で
、

色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
う
い
え
ば
、
ス
リ
ッ
パ
を
投
げ
合

っ
て
大
喧
嘩
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。（
洗
濯
の
仕
方
が
ま
ず
か
っ
た
の
が

原
因
で
） 

夜
中
に
突
然
、文
峰
老
師
が
現
れ「
和

解
の
盃
だ
」
と
言
わ
れ
、
湯
呑
に
注
い

だ
日
本
酒
を
二
人
で
飲
み
干
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
優
し
さ
も
兼
ね
備
え

て
お
り
ま
し
た
。 

       

秘
仏
観
音
御
開
帳 

合
齋
会
法
要 

       

 
 

 

〈
秘
仏
閻
浮
檀
金
観
音
〉 

 

令
和
三
年
の
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け

て
、
秘
仏
観
音
の
御
開
帳
（一
か
月
間
・開

扉
法
要
と
閉
扉
法
要
を
行
う
）と
十
一
月

五
日
に
は
第
十
五
世
玄
海
和
尚
五
十
回

忌
、
第
四
世
月
叟
和
尚
三
百
年
忌
、
中
興

開
山
三
室
和
尚
三
百
五
十
回
忌
の
合
同

法
要
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
記
念
事
業
を
進

め
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

   
観
音
堂
浜
縁
修
繕 

   
位
牌
堂
倉
庫
床
板
張
替
え 

   
位
牌
堂
・庫
裡
二
階
の
雨
樋
取
り
換
え 

   
監
視
カ
メ
ラ
設
置 

   
墓
地
西
側
の
水
路
整
備 

   
裏
参
道
駐
車
場
整
備
並
び
に 

裏
庭
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
道
整
備 

   
や
す
ら
ぎ
の
塔
ス
ロ
ー
プ
手
す
り
設
置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等
々 



 
 

答 の ＝

③ ① ・ ・ ・ ・ ・ ・

22

④ 日

②

⑤ 22

樒 日

よ
う
な
強
欲
な
人
間
に

破
壊
し
て
い
る
。

そ
の

質
を
出
し
続
け
自
然
を

た
。

一
日
も
早
く
新
型

の
延
期
が
決
ま
り
ま
し

ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク

　
遂
に
、

オ
リ
ン
ピ
ッ

思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

四
月
二
十
九
日

卒

塔

婆

供

養

五
月
二
十
九
日

早

朝

坐

禅

会

ス
の
世
界
的
蔓
延
は
、

人
類
に
対

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

四

月

十

七

日

お花見が出来なかった人のために

世
話

人
会

（
決
算

・
引
継

）

都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

五
月

二
十

九
日
・

か

り
ん

杏
子

花
木
名

独
秀
流
御
詠
歌
は
休
会
中
で
す

五
月

四
月
よ
り
朝
六
時
か
ら

木

い
ち
ご

山
桜

桃

写

経

の

会

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

を
避
け
、

手
洗
い
を
励
行
し
、

お

二
、

ゆ
ら
ぐ
み
明
か
し
頬
に
は
え

ひ
ゞ
く
鐘
の
音

つ
つ
ま
れ
て
　
生
き
ゆ
く
幸
を

御
詠
歌

の
国
の
方
針
で
、

今
年
の
都
会
の

　
み
た
ま
に
誓
う
六
つ
の
徳

み
仏
の
は
て
な
き
慈
悲
に

ま
で
も
当
然
の
如
く
地
球
を
食
い

ょ

う
か
。

特
に
経
済
大
国
は
、

自

然
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、

ど
こ

こ
の
六
度
を
務
め
る
の
が
彼
岸
中

光
を
か
か
げ
ま
し

ょ
う

　
空
に
は
小
鳥
　
地
に
は
花

　
子
ら
も
ろ
と
も
に
手
を
合
せ

鳥
が
さ
え
ず
り
野
山
に
は
、

色
と

四

月

四

日
基
本
・
第
二

、
四
土
曜
日

四
月
二
十
四
日

写

経

写

仏

の

会

＝

・

観

音

講

一
時

四

月

十

八

日

総

代

会

（
決

算

）

か
と
感
ず
る
の
は
、

私
だ
け
で
し

す
る
警
鐘
か
。

否
、

罰
で
は
な
い

降
誕
会

（
花
祭
り

）

み
ん
な
で
決
ま
り
を
守
り

ま
し

ょ
う

四

月

八

日

一
時

坐

禅

会

六
月

ふ
れ
て
い
る
。

我
が
家
の
仏
壇
の

み
ん
な
で
力
に
な
り
あ
い

ま
し

ょ
う

六
つ
の
徳
行

（
六
度

）

布
施

ふ

　
せ

た
さ
を
感
じ
ま
し
ょ

う
。

と
示
さ

一 願
っ

て
止
み
ま
せ
ん
。

染
が
終
息
す
る
よ
う
に

異
常
気
象
の
性
か
、

こ
の
冬
雪

事
も
無
い
よ
う
な
現
象
が
続
い
て

気
温
も
、

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

の
時
期
だ
が
「

群
衆
を
避
け
よ
」

と

『

彼
岸
会
御
和
讃
』

に
は

　
み
寺
に
せ
と
に
人
む
れ
て

一
、

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で

い
ま
す
。

そ
れ
で
も
彼
岸
も
過
ぎ
、

が
無
く
、

裏
の
池
に
も
氷
が
張
る

　
さ
て
、

独
秀
流
御
詠
歌
の
一
曲

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で

花
見
は
一
変
し
て
い
る
。

一
周
間
の
目
的
で
す
。

[
閑
栖
記

]

尽
く
し
て
い
る
。

更
に
、

有
害
物

と
、

誓
う
。

更
に
私
た
ち
は
、

御

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
有
り
が

寺
に
向
か
う
小
道
に
は
人
が
あ

り
ど
り
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
。

せ
、

六
つ
の
徳
行
に
励
み
ま
す
。

互
い
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

な
い
よ
う
に
、

大
勢
の
集
ま
る
所

「

見
え
な
い
敵
」

で
す
が
、

罹
ら

前
で
は
、

子
供
ら
と
共
に
手
を
合

先
祖
と
自
然
の
恵
み
に
育
ま
れ
、

天
罰
が
下
っ

て
い
る
と

　

れ
て
い
ま
す
。

菜の花満開の八坂川鉄橋を渡る特急ソニック

二

に
お
構
い
な
し
に
廻
っ

て
来
る
。

て
て
も
、

自
然
は
チ
ャ

ン
ト
運
行

「

暑
い
」
「

寒
い
」

を
連
発
し

ま
し

ょ
う

み
ん
な
で
辛
抱
し
あ
い

さ
を
　
保
ち
ま
し

ょ
う

六

智
慧

ち

え

禅ぜ

ん

定
じ
ょ
う

精
進

し

ょ

う

じ

ん

桜
も
満
開
に
な
り
ま
し
た
。

花
見

事
も
な
か
っ

た
。

近
年
、

風
雨
や

【

南
禅
寺
柴
山
全
慶
管
長
作
詞
】

し
、

右
往
左
往
す
る
人
間
の
生
活

　
彼
岸
会
は
げ
む
と
う
と
さ
よ

持 じ
か
い戒

忍に
ん

辱に
く

三五 四

み
ん
な
で
心
の
中
に
信
心
の

み
ん
な
で
常
に
心
の
静
け

ま
し

ょ
う

み
ん
な
で
励
む
心
を
養
い

漸く咲きました。本堂改築記念の桜です。

（平成8年1月植樹）　R2.4.2撮影

◇
行
事
予
定
◇

早

朝

坐

禅

会

・

観

音

講

五

月

十

八

日


